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東北⼤学におけるDX推進とコロナ対応 2

2019
〜 RPAの業務への導⼊推進

6⽉ Google G Suiteを全学導⼊

2020

3⽉末 遠隔授業タスクフォースを設置
4⽉ 東北⼤学経営戦略データベースを稼働（BIツールTableau）
4⽉ “Data & AI for All” 全学部でデータ科学・AI教育およびBYODを開始

4⽉中旬 BCPレベル4へ移⾏、職員70%がリモートワーク開始
※仮想クライアント1,600ライセンス（100%リモートワーク可能な体制）

4⽉20⽇ 全学でオンライン授業を開始
※前期約4,400科⽬︓独⾃LMSおよびG Suite等を活⽤

4⽉23⽇ 緊急学⽣⽀援パッケージ（4億円）を決定

6⽉ 東北⼤学オンライン事務化宣⾔
※「働き場所フリー」、「窓⼝フリー」、「印鑑フリー」の全学的推進

7⽉ 国⽴⼤学初のCDO（Chief Digital Officer︓最⾼デジタル責任者）を創設
※実⾏部隊となるDX推進体制を整備（学内公募に対して35名が応募）

7⽉ 東北⼤学本部事務機構情報部オンライン業務推進課を設置
7⽉〜8⽉ Microsoft 365、サイボウズGaroonを全学導⼊

10⽉ 2学期から対⾯授業とオンライン授業を併⽤したハイブリッド授業を開始
11⽉2⽇ 課外活動における団体での活動を解禁

4/5, 4/7
２名の感染者を確認

9/６
１名の感染者を確認

11/６, 11/11 2名の感染者を確認

NHK総合テレビ
全国ニュースで東北⼤学
のシステム障害が放送

NHK総合テレビ
全国ニュースで東北⼤学
のシステム障害が放送



「東北⼤学オンライン授業コミュニティ」Slackの⽴ち上げ 3



「東北⼤学オンライン授業コミュニティ」Slackの⽴ち上げ 4

• 2020年4⽉に菅沼が管理者として⽴ち上げ
• ツール毎、講義スタイル事、各種関連情報などに分類された20程度のチャンネル
• 400名近い参加者

• 部局・部署・学部・研究科、教員・職員・学⽣TA、理系・⽂系の垣根を
超えたフラットな情報交換

• 学内でのオンライン授業に関するかなりの情報・知識が蓄積、有効活⽤
が進む

・クラウドサービス系ならではの急な仕様変更への対処に有効

• オンライン授業関連の質問受付窓⼝への負担を低減

• ⽴ち上げるだけではダメ、情報交換を促すような書き込みに注⼒



Wi-Fiルーターの無償貸与 5

• 各学部・研究科からの貸与と、⼤学本部からの貸与の2本⽴て
• 菅沼は本部からの貸与を担当
• 主に教員3名主導にて対応
• 各学部・研究科との情報共有

• 事業実施決定から最初の学⽣の⼿元にルーターが届くまで約1週間
• ルール作り、Webアナウンス、申込Form作成、受付開始・〆切、ルー
ターの調達、審査・貸与者決定、配布、接続確認…

• 対象者を絞り、⼗分な通信環境の提供に注⼒
• 貸出し対象者の審査
• 1年間プラン(容量制限なし)、レンタル100GB・60BG/⽉
• 複数のキャリアのルータを⽤意し、安定した通信を確保

• 無償提供の条件として、オンライン授業の状況に関するモニター
報告を毎週依頼
• オンライン授業に関する⽣の声
• 通信状態の把握
• 教員主導ならではの学⽣とのやり取り



講義でのハイフレックス対応の個⼈的試⾏ 6

• 最低限の機材持ち込み、汎⽤性を考慮したハイフレックス対
応に挑戦
• 1⼈で1回で運搬できる程度の機材持ち込み
• ごく⼀般的な教室PAを活⽤
• 数⼗名程度までの講義を対象
• 10分以内で設置・撤去可能
• TAなど不要、ワンオペ可能

• ⾳声へのこだわり
• オンラインの学⽣、教室の学⽣、
全ての講義参加者が任意のタイ
ミングで発話して会話を可能に
したい

• そこそこの⾳声品質



講義でのハイフレックス対応の個⼈的試⾏ 7
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1年を振り返って、そしてこれから 8

•この1年はたいへんなハードワークでした
• 全国の情報基盤系センター、教育情報系センターの教職
員のみなさんの献⾝的なサポートに感謝

• なぜがんばれたのか?

•システム屋としての拘り
• 特に⾳声系は難しい。まだまだハイフレックスの技術を
詰める必要性

• Web会議室システムこのままでよいのか? 忸怩たる思い
• 教育インタラクションの分析

•ぜひ⽇本発のオンライン授業向けに最適化された
Web会議サービスを︕


